
令和3年6月1日 

 

宮城県アイスホッケー連盟 

国体選手選考委員会 

 

第77回国民体育大会冬季大会競技宮城県代表選手選考要項 

 

1. 趣旨 

この要項は、宮城県のアイスホッケー競技力の向上と、国民体育大会開催基準要項（以下、「国体

要項」という。）及び国民体育大会開催基準要項細則（以下、「国体細則」という。）に基づく適正な

本県代表選手の選考を行うために策定したものである。 

 

2. 選考対象となる選手 

選考対象となる選手は、以下の各号のすべてを満たし、選考対象選手に立候補した者とする。 

（１） 国体要項第８に基づく国体細則第３に定める参加資格及び年齢基準等を満たす者 

【成年参加資格等の一部例示】 

① 年齢基準：国体前年の4月1日現在、18歳以上の者 

② 所属都道府県 本県内に居住地若しくは勤務地を有する者、又は「ふるさと選手制度」に

よる「ふるさと」登録をした者 

  ※「ふるさと」とは、卒業小学校、卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属

する都道府県をいう。 

【少年参加資格等の一部例示】 

① 年齢基準 国体前年の4月1日現在、15歳以上18歳未満の者 

② 所属都道府県 本県内に居住地若しくは勤務地を有する者、又は学校の所在地が本県内に

あること。 

 ※上記の例示の他、詳細は国体要項及び国体細則に定めるところによる。 

（２） 健康上競技に支障のない者 

（３） ドーピングをしていない、又はドーピング検査の要求を断らない者 

（４） 宮城県を代表する選手として自覚と責任の持てる者 

（５） 当連盟で定める選手選考大会又は予選大会に参加し、かつブロック大会（東北総体）に参

加できる者 

（６） 前号の各大会参加費用の一部を負担できる者（交通費等） 

  

3. 選考対象選手への立候補 

（１） 選考対象選手に立候補しようとする者は、以下の方法によりその旨を届け出ること。 

① 立候補届：下記の様式を提出期限までに、メールにて提出すること。（PDF形式）  

(ア) 宮城県内の所属チームの選手：様式１（チーム団体用登録） 

(イ) ふるさと枠に該当する大学生：様式２（大学生登録＜個人＞） 

② 提出期限：令和3年7月16日（金） 

③ 提 出 先：宮城県アイスホッケー連盟事務局  

          E-mail: miyagi.ihf@gmail.com  

④ 追加候補：立候補数が少ないなど選考に支障が生じる恐れがある場合は、立候補していな  

      い選手の中から、本人に承諾を得て国体選手選考委員会が候補を増やすことが  

      ある。 

mailto:miyagi.ihf@gmail.com


4. 選手選考方法 

代表選手は、第2に掲げる参加資格を満たし、選考対象として立候補した選手（追加候補を含

む。以下、「候補選手」という。）のうちから、成年、少年それぞれ以下により選考し決定する。 

（１） 成年 

① 第一次選考 

「第77回国体選手選考会」又は「第53回宮城県アイスホッケーリーグ戦兼第77回国民

体育大会アイスホッケー競技会宮城県予選会」に出場した候補選手のなかから、ゴールキ

ーパーを含め25名を第一次選考選手として選考する。 

※ふるさと枠選手に該当する者が、都合により参加できない場合は、他の日程で選考する

事も検討している。その場合、立候補届を提出する際に事務局に報告する事。 

その後、ブロック大会（東北総体）に出場する選手を決定する。 

② 第二次選考 

第一次選考選手のうちブロック大会に出場した者のなかから、ゴールキーパーを含め 16

名を代表選手として選考する。 

（２） 少年 

① 第一次選考 

「第53回宮城県アイスホッケーリーグ戦兼第77回国民体育大会アイスホッケー競技会宮

城県予選会」に出場した候補選手のなかから、ゴールキーパーを含め25名を第一次選考

選手として選考する。 

その後、ブロック大会（東北総体）に出場する選手を決定する。 

② 第二次選考 

第一次選考選手のうちブロック大会に出場した者のなかから、ゴールキーパーを含め 16

名を代表選手として選考する。 

（３） 前二号の規定にかかわらず、一旦第一次選考選手又は代表選手として選考された者が、病

気又は何らかの事故等により、ブロック大会又は国体に参加できなくなった場合には、両大

会の参加規定が認めるところにより、当該選手に替えて第一次選考の対象となった候補選手

のなかから新たな選手を選考し、第一次選考選手又は代表選手として参加させることがある。 

 

5. 国体選手選考委員会 

（１） 第４に規定する選手選考は、国体選手選考委員会が行なう。 

（２） 国体選手選考委員会の委員は次の者とする。 

（成年） 

 ス ワ ン ズ 監 督：早坂 利夫  

 アイアンメンコーチ：眞壁 武治 

 東 北 大 学 監 督：小林 拓未 

 東北学院大学監督：遠藤 伸也 

 東北福祉大学監督：今村 雄太朗 

   国 体 成 年 監 督：庄司 俊之 

（少年）  

 国 体 少 年 監 督：嘉悦 一壽  

 国 体 少 年 コ ー チ：木村 光一  

 国 体 少 年 コ ー チ：鈴木 秀之 

 

 



【様式１】 

宮城県アイスホッケー連盟 

国体選手選考委員会  行 

記載日    年  月  日 

 

宮城県アイスホッケー連盟国民体育大会選手立候補届（宮城県内所属チーム） 

 

以下の選手は国民体育大会の選手として立候補いたします。 

所属チーム名【          】 （注）参加・不参加に○印を必ずお願いいたします。 

氏  名 フリガナ ポジション 生年月日 
第１次選考 

（選考大会） 

第１次選考 

（リーグ戦） 

第2次選考 

（東北総体） 
国体本戦 

    参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 

    参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 

    参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 

    参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 

    参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 

    参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 

    参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 

    参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 

    参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 

    参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 

 

 

 

記載責任者氏名              印  

    ※記載責任者は所属チーム（大学）の部長または監督とする。 

  



【様式２】 

宮城県アイスホッケー連盟 

国体選手選考委員会  行 

記載日    年  月  日 

 

宮城県アイスホッケー連盟国民体育大会選手立候補届（大学生登録用＜ふるさと登録枠＞） 

 

私は、国民体育大会の選手として立候補いたします。 

所属大学名【         大学】 （注）参加・不参加に○印を必ずお願いいたします。 

氏  名 フリガナ ポジション 生年月日 
第１次選考 

（選考大会） 

第2次選考 

（東北総体） 
国体本戦 

    参加・不参加 参加・不参加 参加・不参加 

 

 

 

 

記載責任者氏名              印     

                         ※記載責任者は所属大学の部長または監督とする。 

 


